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2023年～2024年の三陸沖海洋熱波に対する
魚類・頭足類の生物的・生態学的応答

宮城県水産技術総合センター 増田 義男

2023年春～2024年夏までの海水温の平年差（Sugimoto et al., 2025）
Journal of Oceanography https://doi.org/10.1007/s10872-025-00747-x

2023年以降、黒潮続流の北偏により、三陸沖の海水温は平年より6℃以上も高い状
態が1年以上続き、水温上昇幅は世界の海の中でも過去最大。海洋生態系や水産資
源の分布に大きな影響を与えている可能性がある（Sugimoto et al., 2025）。

2023年～2024年の三陸沖海洋熱波 ※海洋熱波の定義（Hobday et al. 2016）:日ごと・地点ごと
に計算された30年間（1991ー2020年）の海面水温気候値か
らの偏差が90パーセンタイルを5日以上連続して超える。

21 世紀末の日本近海の海域
平均海面水温の20 世紀末か
らの上昇幅（°C）4℃上昇
シナリオ（RCP8.5）
（文科省・気象庁 2025）

⇒2023年～2024年の水温上
昇は、温室効果ガスの排出が
最も多く、気温上昇幅が多い
予測シナリオよりも高い水温！
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世界中で頻発する海洋熱波の影響
 アラスカ湾では、海洋熱波に伴って、マダラの産卵

場の消滅が起きた！（Laurel &Rogers 2020）

 ベーリング海では、海洋熱波によって100億尾のズ
ワイガニが餓死し、さらに北上してきたマダラに食
べられた！（Szuwalski et al. 2023）

図. 2014～2016年の海洋熱波による影響の例。(a) 
2015年6月にカリフォルニアの海岸に打ち上げられ
たアカガニ（Grimothea planipes）、(b) 
Pseudonitzschia spp. による有害な藻類の大量発
生。 (c) 2017年夏、オレゴン州の海岸に打ち上げ
られたヒカリボヤ（Pyrosoma atlanticum）; (d) 
2017年、アラスカ州シトカ湾でキングサーモンの
胃の中から発見されたカリフォルニアイカ
（Doryteuthis opalescen）; (e) カリフォルニア州
モントレーで、ヒトデ消耗病（(f):2014年撮影）に
よるニチリンヒトデPycnopodia helianthoidesの減
少によりウニの個体数が増加、ケルプの森が衰退。
※（Starko et al. 2025）

アラスカ湾の
海洋熱波

三陸沖海洋熱波により、宮城県沿岸域で魚類・頭足類40種以上が初確認！

（A,B）イトヒキヒメ、（C）ミナミクルマ
ダイ、（D,E）アカアマダイ、（F）オオニ
ベ
※櫻井他（2024a）

（A）カタボシイワシ、（B）アヤメエ
ビス、（C）アオハタ、（D）クエ、
（E）ホウセキキントキ、（F）ミナミ
キントキ、（G）ギンカガミ、（H）
リュウキュウヨロイアジ ※櫻井他
（2024b）

（A）コロダイ、（B）ハマフエフキ、
（C）ヨメヒメジ、（D）ツマグロハ
タンポ、（E）フウライチョウチョウ
ウオ、（F）ヒメコトヒキ ※櫻井他
（2024b）

（A）テンジクアジ、（B）ロウニンア
ジ、（C）クロヒラアジ、（D）イケカ
ツオ、（E）ヒレナガカンパチ、（F）
アイブリ、（G）オイヒイラギ、
（H）ハチビキ、（I）ニセタカサゴ ※
櫻井他（2024b）

（A）ツバメコノシロ、（B）カミナリ
ベラ、（C）ニセカンランハギ、（D）
ナガニザ、（E）スマ、（F）ハクセイ
ハギ ※櫻井他（2024b）

キジハタ ※櫻井他（2025）
シシイカ ウスベニコウイカ テナガコウイカ
※増田他（2025）

他にもテンジクダイ（石川・⾧岡
（2023））、オオモンハタ（石
川・高津戸（2024））、ソコカナ
ガシラ、アカイサキ、クラカケト
ラギス、キダイ、テッポウイシモ
チ、ホロヌメリ（桜井他
（2026））ウシエビ、クマエビ
（小田他（2024））、キンセンガ
ニ（真部（2024））、アコヤガイ
なども

※赤字は北限記録更新種（24種）
宮城県沿岸に定着し、今後遊漁

の対象となる可能性も・・・
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 2023年～2024年の三陸沖海洋熱波による魚類・頭足類への
影響は、分布の変化（北偏・初確認）が中心。

 気候変動に伴う海水温上昇が、将来魚類や頭足類の来遊時
期や成長・成熟にどのような影響があるのか？

2023年～2024年の海洋熱波が宮城県沿岸域で見ら
れた魚類および頭足類の生物的・生態学的応答に
ついてとりまとめる。

材料と方法
沿岸水温データ：宮城県女川町江島における1954年～

2025年の午前10時の水温を使用⇒30年間（1991年～
2020年）の日ごとの平均水温からの偏差が90パーセン
タイルを5日以上連続して超えた場合に海洋熱波

水揚データ：宮城県総合水産行政情報システムにて抽
出し、海洋熱波年とその他の年との水揚動向の比較

来遊・成⾧・成熟変化：浮魚（マイワシ），頭足類
（ヤリイカ、ケンサキイカ、アオリイカ）の月別水揚
量の推移，体⾧や成熟時期の変化，卵稚仔の出現状況，
調査船調査による漁獲動向等について過去のデータと
比較

みやぎ水産NAVI（https://suisan
navi.pref.miyagi.jp/）
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江島定地水温の変動

みやぎ水産NAVI（https://suisan-
navi.pref.miyagi.jp/）

 2016年以降平年値を上回ることが多くなっている。
 親潮、黒潮続流の北偏があると、海洋熱波が発生するが、近年海洋熱波発生日数が激増、

特に2023年と2024年は300日を超えた。 増田 （2026）黒潮の資源海洋研究
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2023年、2024年に過去最高の水揚げとなった魚類

マアジ(暖・季) スズキ（広・周）

タチウオ(暖・稀) アカムツ(暖・稀) トラフグ（広・季）

2024年：1,128トン
（平均比1.7倍）

マダイ(暖・周)

2024年：544トン
（平均比7.6倍）

※平年：1995年～2022年

※2025年はさらに増
加し、579トンとなり、
全国第2位！

2024年：38トン
（平年比12.0倍）

2024年：33トン
（平年比8.9倍）

2024年：609トン
（平年比3.4倍）

2024年：584トン
（平年比3.8倍）
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2023年、2024年に過去最高の水揚げとなった魚類

※常磐・房総海域で名産となっている魚種が増えている⇒分布の北偏
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2024年：443トン
（平年比9.3倍）

2024年：89トン
（平年比6.9倍）

2024年：116トン
（平年比7.6倍）

イシダイ(暖・季)

2024年：12トン
（平年比13.4倍）
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2023年、2024年に過去最高の水揚げとなった頭足類

アオリイカ

ケンサキイカヤリイカ

コウイカ類

アオリイカ
400g～500g主体で1kg超えも散見される。
2024年の春～夏の産卵期はさらに大型化
し、2kgオーバーも

コウイカ・シリヤケイカ混じり
スカイタンクで売られるほど多い

2023年：1,936トン
（平年比2.1倍）

2024年：353トン
（平年比7.1倍）

2023年：15トン
（平年比8.3倍）

2023年：56トン
（平年比64.7倍）

※2017年以降
全国1位

9

10



-6-

マイワシの来遊の変化

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

2010年 0 0 0 0 2 7 7 4 3 3 2 1
2011年 0 14 292 0 0 0 0 12 6 5 2 727
2012年 1,332 223 0 0 4 123 32 0 12 22 6 36
2013年 1,157 18 47 0 1,477 857 193 2 2 0 20 48
2014年 1,062 11 0 0 0 1 3 77 0 7 2,462 2,048
2015年 1,901 1,130 44 0 160 3 10 6 8 34 148 4,410
2016年 4,308 1,833 13 1,007 1,600 39 499 172 63 574 365 2,801
2017年 2,252 198 4 1,099 1,041 532 95 11 618 969 1,599 3,348
2018年 2,608 2,425 1,098 1,466 5,726 4,037 5,792 1,641 871 1,062 558 1,196
2019年 2,168 3,190 1,942 3,161 7,471 4,199 3,177 76 49 105 43 474
2020年 820 4,122 6,518 5,203 6,521 2,480 135 3 68 75 103 652
2021年 3,002 4,971 8,603 7,891 10,454 7,970 543 50 3 38 59 2,133
2022年 2,621 2,572 320 7,887 8,254 4,401 5,281 238 23 19 5 146
2023年 3,714 5,077 4,031 5,231 10,852 7,485 1,513 288 40 4 15 64
2024年 751 1,317 1,839 6,450 3,592 2,605 1,066 263 130 74 5 93

図 12月～5月における江島の月別平均水温の推移

※マイワシ南下期では，沿岸水温が12.5℃に下がると定
置網に入網し始め、7℃以下になると宮城県周辺海域から
移出する（増田（2014））。
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図 岩手県定置網の月別漁獲量の推移（岩手水技村上氏提供）

※2月～5月上旬までサ
ケ稚魚混獲防止のため
定置網の網入れ制限有

 沿岸水温が7℃を下回らなくなった2017年12月以降は南下期から北上期まで継続して水揚げされ、未
成魚中心に宮城県沿岸で越冬するようになった（増田・古市（2023））。

 2021年までは12月頃に南下群が来遊してきたが、2022年以降は水温の低下が遅れる傾向にあり、１月
以降にならないと南下群が来遊してこない。

マイワシの成熟時期の変化

2012年～2022年

2023年

2024年

マイワシKG（成熟度）の変化

 2012年～2022年までは5月～6月にKG≧6の
個体が出現

 2023年に2～4月、2024年は1月～4月に
KG≧6の個体が出現

 2023年、2024年ともに卵が3月、仔魚が3～
5月に出現した。

⇒海洋熱波による海水温上昇により、マイワシ
産卵親魚が越冬し、産卵時期の変化が起きた可
能性がある。（※マサバ、カタクチも同様の傾向）
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※被鱗体⾧≧15 cm 、KG≧6で成熟（内山
1998）
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東北太平洋岸のヤリイカの南北移動ヤリイカ月別水揚量の変化

※5県ヤリイカ情報共有データより作成
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 2023年漁期は宮城の漁獲時期が⾧期化、岩手の漁獲が増
加する一方、福島以南では2月以降の漁獲が激減。

 6月の仙台湾で1～5cm台の非常に小型のヤリイカが初めて
採取された。3月生まれ（70~100日齢）（増田他（2017）
参照）※常磐海域以南に南下せずに仙台湾で産卵か？

⇒海洋熱波による海水温上昇により、ヤリイカの分布の北偏
し、漁期の変化や産卵場の変化が起きた可能性がある。

2024年6月の仙台湾トロール調査で
初めて着底直後の小型のヤリイカが
大量採取される！
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ケンサキイカ漁獲動向と大型オスの来遊
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暖水期（2019～2022年）と海洋熱波期（2023～
2024年）のケンサキイカの仙台湾への回遊パ
ターン図。点線は小型成熟のメヒカリイカタイプ、
実線は大型のケンサキイカタイプの仙台湾へ
の回遊経路を示す。Masuda＆Tokioka （2026）ケンサキイカの外套長組成の推移
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アオリイカ月別水揚量の変化、年別体重変化
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 2022年までは秋（10～11月）にわず
かに獲れる程度。

 2023年の秋（10月～11月）に少し大
きめのアオリイカが大量に来遊、
2024年春（5～6月）に成長して再び
来遊（産卵）、秋に小型イカ（宮城
生まれ？）が大量に漁獲。

写真：宮城水技セ職員が気仙沼
で釣ったアオリイカ
遊漁も盛んに行われるように
なった。
以前は日本海側までエギングし
に行っていたが、2023年秋以降
は宮城県沿岸で多くのエギン
ガーが現れた。

2023年10月 2024年5月 2024年10月 ※コウイカ、シリヤケイカも同様の傾向

 暖水性魚類・頭足類の水揚量が平均比で2倍以上増加（※漁業も変化）。

 マイワシは来遊時期が変化し、産卵時期が早期化（※マサバ、カタクチイワシも同
様の傾向が見られる）。

 ヤリイカの分布が北偏、漁期や産卵場が変化。

 暖水性のケンサキイカやアオリイカの来遊量が増加、大型化し、再生産していた可
能性も（遊漁も増加）

その他にも仙台湾のマダラ産卵場は崩壊状態（親魚の来遊減、稚魚の餌環境悪化）、
アイゴ、イスズミ、メジナなどの植食性魚類の増加・越冬・大型化など、様々な影響
が見られた。

2023年～2024年三陸沖海洋熱波による魚類・頭足類への影響

2023年～2024年のような魚種の変化や様々な生物応答は、70年後の未来に宮城で
起きるかも？
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